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研究成果の概要（和文）：本研究では，動機づけを高める要因（動機づけ要因）を特定し，その

ような要因と動機づけとの関連を，対象となった調査協力者の全体傾向と個人差の観点から検

討した。次に，動機づけ要因を取り入れた教育介入を一定期間にわたって実施し，その効果を

同じく全体傾向と個人差の観点から検討した。さらに，これらの研究から得られた教育実践的

知見を踏まえた英語教育プログラムの開発，具体的には，英語運用能力判断基準（Can-Do リ
スト）の策定と，それに基づいた教材開発，カリキュラム設計を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine motivating factors for English learning 
and investigate whether or not it was possible to motivate EFL learners by introducing an 
educational intervention based on these factors. More specifically, the manner in which the 
motivating factors act in terms of enhancing motivation among the students from the 
perspectives of general tendency and individual differences was examined. Furthermore, 
based on the results mentioned above, “Can-Do Lists” (benchmarks for evaluating English 
language proficiency) were created and some effective ways to make good use of them were 
also suggested.  
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１．研究開始当初の背景 
 学習者が外国語を習得するプロセスには，

さまざまな個人差要因が影響を与えている。
なかでも，動機づけは，教育者が直面する最



も複雑で，最も対応を迫られる課題だと認識
され（Schidecker & Freeman, 1999），動機
づけの喚起や維持・発達を目指した研究はこ
れまで数多く行われてきた（Dörnyei, 2001）。
これらの研究は外国語教育における動機づ
け理論の確立に大きく貢献してきたのは事
実だが，その一方で，研究の大半が記述的な
傾向にある。すなわち，多くの先行研究は動
機づけの構造や発達・変化，あるいは他要因
との関連を扱ったものである。より具体的な
教育的示唆を得るためには，このような記述
研究に加えて，実験的なアプローチを取り入
れた実証研究が行われる必要がある。 
 
２．研究の目的 
 先述した背景を踏まえ，本研究では，主要
な目的として以下の 3点を設定した。 
 
（1）外国語学習における動機づけを高める
要因（以下，動機づけ要因）を特定する。 

 
（2）外国語学習者の動機づけと，（1）の動
機づけ要因との関連を，全体傾向と個人差
の観点から検証する。 

 
（3）動機づけ要因を取り入れた教育介入を
行い，その効果を全体傾向と個人差の観点
から検証する。 

 
さらに，本研究では，上記から得られた知

見を踏まえて，動機づけ的視点を取り入れた
英語教育プログラムの開発を，発展的な目的
として設定した。 
 
３．研究の方法 
（1）外国語学習における動機づけは多くの
研究者の関心を引いてきたが，学習者の動機
づけを高める要因（動機づけ要因）を直接的
に扱った研究はほとんど行われていない
（Dörnyei, 1998, 2001; 竹内, 2004）。そこで，
本研究では，理論研究によるトップダウン・
アプローチと調査研究によるボトムアッ
プ・アプローチを併用し，動機づけ要因の整
理を行った。 
 
（2）動機づけと動機づけ要因との関連を検
討するために，大学生英語学習者を対象とし
た質問紙調査を行った。その結果をクラスタ
ー分析，共分散構造分析などを利用すること
により，全体傾向，ならびに個人差の観点か
ら検証した。 
 
（3）動機づけを高めると予測される要因を
取り入れた教育介入を計画・準備し，大学生
英語学習者を対象に実施した。その結果を介
入前後の質問紙調査，介入後の自由記述調査
を利用することにより，全体傾向，ならびに

個人差の観点から検証した。 
 
４．研究成果 
（1）教育学，教育心理学などの関連研究分
野を幅広くレビューし，動機づけ要因を整理
した（表 1）。例えば，Epstein（1988）は，
授業を構成する主な要素を（1）課題（task）
…授業で用いる課題や教材の設計や設定，
（2）権限（authority）…授業への学習者の
参加や意思決定，（3）報酬（reward）…進捗
状況や達成度の認識，（ 4）グループ化
（grouping）…効果的なグループ形成，（5）
評価（evaluation）…学習や行動の評価基準
の明確化，（6）時間（time）…課題遂行のた
めの適切な時間設定，に分類し，それぞれの
頭文字を取って「TARGET」と呼んでいる。
したがって，教師は授業の中でこれらの要素
をうまく操作することによって，学習者の動
機づけを高めることができると示唆される。 
 
表 1:動機づけ要因を扱った代表的な研究例 
研究例 モデルの名称 動機づけ要因 

Epstein (1988) 
 

TARGET Model  
 

課題，権威，報酬，

グループ化，評

価，時間 
Keller  
(1983, 1992)  
 

ARCS Model 注意，関連性，自

信，満足感 

Gagne (1965) 
 

Nine Events of 
Instruction 

学習者の注意喚

起，授業の目標提

示，他 9要因 
Deci & Ryan 
(1985, 2002)  

Basic Psycho- 
logical Needs  

自律性の欲求，有

能性の欲求，関係

性の欲求 
Schumann 
(1997, 1999)  

Component 
Process Model  

新奇性，快適性，

目標重要性，解決

可能性，規範性 
 
（2）上記で得られた知見のうち，Deci & Ryan
（1985, 2002）の自己決定理論に焦点を当て，
そこで想定される動機づけ要因（自律性の欲
求，有能性の欲求，関係性の欲求）と動機づ
けとの関連を検証した。研究の結果として，
まず，3 つの欲求については，各要因間に強
い相関が見られた。このことは，自律性，有
能性，関係性の各欲求は密接に関連し合いな
がら，学習者の学習環境に対する認知を規定
している可能性があると解釈した。また，動
機づけに関しては，自己決定理論では，動機
づけの各タイプ間にシンプレックス構造を
想定しているが，本研究でもそのような構造
が得られた。この結果から，日本の英語学習
場面においても，Deci & Ryan（1985, 2002）
のモデルは適応可能だと判断した。 
 次に，3 つの欲求が動機づけに与える影響
については，全体傾向と個人差の観点から，
それぞれ分析した。全体傾向の分析からは，



特に自己決定性の程度が高い動機づけ（すな
わち，内発的動機づけ）を高めるためには，
学習に対する有能感や他者との関係性の欲
求が満たされる必要性が示唆された。自律性
の欲求に関しては，有能性や関係性の影響を
取り除いた場合，動機づけへの強い影響が確
認された。個人差を加味した分析の結果から
は，動機づけ傾向の異なる 4つの学習者群を
抽出した。それぞれの群において，心理的欲
求の充足具合を検討した結果，動機づけが高
い群は 3 つの欲求の尺度平均も高く，逆に，
動機づけの低い群は各欲求の尺度平均がい
ずれも低いことが示された。上記の分析から，
全体的な傾向においても，個人差の観点から
見ても，3 つの欲求と動機づけの各タイプは
密接な関係を持っていること，言い換えれば，
自己決定理論における 3欲求は，英語学習者
の動機づけに強い影響を与えていることを
確認した。 
 
（3）先の研究成果を踏まえ，英語授業にお
いて 3つの欲求を満たすような教育介入は可
能なのか，またそのような介入を通じて，英
語学習者の動機づけを高めることは可能な
のかを検証した。調査にあたっては，3 つの
欲求を満たすことを意図した英語学習活動
を一定期間にわたって行い，先の調査と同様
の質問紙調査（介入前後），ならびに自由記
述調査（介入後のみ）を実施した。調査の結
果は，全体としての介入効果と，異なる動機
づけ傾向を示していた学習者群に対する介
入効果の両面から検討した。 
結果として，動機づけ要因を取り入れた指

導の効果が確認された一方，その効果には個
人差が見られることが明らかとなった。具体
的には，動機づけが比較的低い段階にある学
習者は，有能感や他者との関係性を満たすよ
うな働きかけを求める傾向があるのに対し
て，すでに高い動機づけを発達させている学
習者は，自らの学習プロセスに対する責任や
選択といった自律性の欲求を満たすような
働きかけを必要とする傾向が見られた。この
ことは，学習者の動機づけ特性に応じて，求
められる学習支援のあり方は異なる可能性
があることを示唆するものと解釈した。 
 
以上のような研究成果から，動機づけ要因

を取り入れた教育介入はある程度の効果が
期待できる一方，その効果には個人差が伴う
ことが明らかになった。したがって，より効
果的・効率的な英語プログラムを開発するに
あたっては，学習者の個人差に応じた授業を
準備・展開することが重要になると考えられ
た。そこで，そのような理論実証的知見を踏
まえて，学習者の実態に応じた独自の英語運
用能力判断基準（Can-Doリスト）を開発し，
それを授業で使用する教材（テキスト）や習

熟度別クラスに利用するといった実践的試
みを行った。 
例えば，英語の各授業で使用するテキスト
では，各課の到達目標を Can-Doリストに基
づき制定した（具体例としては，[図書] ③，
④，⑤を参照）。リストに含まれる各学習項
目は，学習者を対象とした難易度調査により
事前にレベル付け（一定程度の学習者が｢で
きない｣と認識している項目は｢難易度高｣，
逆に一定程度が｢できる｣と認識している項
目は｢難易度低｣と判断）し，提示順序はその
難易度情報をもとに決定した。また，習熟度
別クラスでは，学習者の習熟度に応じて，指
導する項目の重み付け（習熟度の低いクラス
では，容易な項目を集中的に指導し，習熟度
の高いクラスでは，段階的に授業の難易度を
上げ，最終的には困難な項目まで取り扱う）
を行った。このような工夫により，学習者の
ニーズ（動機）や習熟度などの個人差に呼応
した指導と評価を実践することができ，結果
として，効率的に学習者の英語力の底上げを
図ることができると期待された。 
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